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新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
）
は
、
成
田
空
港
建
設
の
業
務
の
一
環
と
し
て
、
自
ら
が
犯
し
た

違
法
な
強
制
収
用
の
証
拠
と
な
る
二
基
の
鉄
塔
を
除
去
す
べ
く
、
「
航
空
保
安
施
設
の
工
事
及
び
管
理
の
た
め
の 

 
 

道
路
工
事
」
と
称
し
、
専
ら
こ
の
鉄
塔
撤
去
（
＝
証
拠
隠
滅
）
の
た
め
の
重
機
械
搬
入
道
路
の
建
設
工
事
（
以
下
「
本

件
道
路
工
事
」
と
い
う
）
を
行
つ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
際
水
田
の
一
部
を
農
地
法
に
い
う
農
地
転
用
許
可
を
受
け 

 

ず
、
違
法
に
道
路
用
地
と
な
し
て
い
る
。
更
に
こ
の
違
法
行
為
は
、
本
年
二
月
十
七
日
の
降
雨
の
際
、
隣
接
及
び 

 
 

 

下
流
地
域
の
水
田
の
冠
水
を
も
た
ら
し
、
じ
ん
大
な
被
害
を
発
生
さ
せ
、
ま
た
同
月
二
十
二
日
頃
に
は
、
隣
接
す 

 
 

る
町
道
に
ひ
び
わ
れ
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
。 

一 

農
地
法
施
行
規
則
第
四
条
に
よ
れ
ば
、
農
地
転
用
に
係
る
申
請
書
に
は
、
「
転
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
生
ず 

 
右
事
実
に
か
ん
が
み
、
農
地
保
全
に
責
を
有
す
る
農
林
大
臣
の
御
見
解
を
賜
り
た
い
。 

新
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国
際
空
港
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に
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法
な
農
地
転
用
と
そ
の
行
政
救
済
に
関
す
る
質
問
主
意
書 三 

 



 

三 

公
団
に
よ
る
本
件
道
路
工
事
は
、
違
法
な
農
地
転
用
を
も
た
ら
し
、
実
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
こ
の 

 
 

こ
と
に
つ
き
、
地
元
農
民
や
周
辺
住
民
か
ら
、
農
林
大
臣
宛
に
提
出
さ
れ
た
昭
和
五
十
一
年
四
月
十
九
日
付
の 

 
 

審
査
請
求
に
対
し
、
農
地
転
用
の
処
分
権
者
で
農
地
保
全
に
義
務
を
負
う
川
上
紀
一
千
葉
県
知
事
は
、
一
方
で 

 
 

農
地
法
違
反
に
前
歴
の
あ
る
公
団
に
よ
る
違
法
転
用
を
放
置
し
な
が
ら
、
一
方
で
こ
の
審
査
請
求
が
行
政
不
服 

 

審
査
法
に
な
じ
ま
な
い
と
し
て
却
下
を
求
め
て
い
る
。 

二 

右
に
お
い
て
、
農
地
転
用
の
処
分
責
任
を
有
す
る
知
事
が
如
何
な
る
策
も
講
ぜ
ず
、
放
置
し
て
い
る
場
合
、 

 
 

こ
の
不
作
為
に
対
し
、
何
ら
か
の
救
済
措
置
が
必
要
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
措
置
が
行
政
法
上
可
能
か
。 

る
附
近
の
土
地
、
作
物
、
家
畜
等
の
被
害
の
防
除
施
設
の
概
要
」
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
農
地
転 

 
 

 

用
に
当
た
り
被
害
の
防
除
を
義
務
づ
け
て
い
る
の
は
、
農
地
法
の
目
的
か
ら
し
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
農
地
転
用
の
手
続
を
経
ず
し
て
行
わ
れ
た
、
従
つ
て
、
防
除
を
怠
る
農
地
の
転
用
に
よ
り
被
害 

 
 

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
が
、
こ
の
場
合
の
行
政
救
済
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
か
。 

四 

 



 

 

五 

1 
加
害
者
で
あ
る
公
団
に
は
適
正
手
続
を
要
求
す
る
こ
と
も
な
く
、
被
害
者
の
請
求
に
対
し
て
は
適
正
手
続 

 
を
要
求
す
る
が
ご
と
き
千
葉
県
知
事
の
法
の
運
用
は
、
憲
法
第
十
四
条
（
法
の
下
の
平
等
）
に
違
反
す
る
の
で 

 

は
な
い
の
か
。
根
拠
を
添
え
て
理
由
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

2 

農
地
法
の
目
的
や
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
行
政
救
済
の
立
法
趣
旨
か
ら
し
て
、
右
審
査
請
求
に
つ
い 

 

て
は
、
却
下
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
内
容
に
立
ち
入
つ
て
十
分
な
審
査
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。 

 
 

根
拠
を
添
え
て
理
由
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

3 

本
件
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
行
政
救
済
が
可
能
か
。 

右
質
問
す
る
。 


